
 

平成２９年１１月 

 

市長定例記者会見次第 

 
 
１． 日 時：平成２９年１１月６日（月） １４：００～ （約１時間） 
 
 
２． 場 所：４０５会議室 
 
 
３． 出席者：市長、関係局長ほか 
 
 
４． 案 件 
 
（１）金沢の海の幸マスコットキャラクター愛称決定！（資料番号１） 
 
（２）金沢市若者食育推進プロジェクト 

「じわもんさかなのやんぎょキッチン」を開催します。（資料番号２） 

 

（３）「女性活躍かなざわスタイル発信事業」 

   ～大学生と企業ミーティング「これからの働き方を考える」を開催～ 

（資料番号３） 

 

（４）金沢芸妓文化の魅力を発信＜大学生と若手金沢芸妓・ティータイム交流会開催＞ 

（資料番号４） 

 

（５）【金沢市・全州市 姉妹都市提携 15 周年】全州市代表団が本市を訪問します。 

（資料番号５） 

 

（６）11 月は、児童虐待防止推進月間です。“いつもみてるよオレンジリボン” 

（資料番号６） 
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金沢の海の幸マスコットキャラクター愛称決定！ 
 

全国に公募していた金沢の海の幸マスコットキャラクターの愛称が決定しました。 
今後は、「ベジタン（加賀野菜イメージキャラクター）」、「かなりん（金沢産材マスコットキ

ャラクター）」とともに、様々な機会を捉え、金沢の農・林・水産業の PR のため、活動を展

開していきます。 

  

１ 愛称の決定 

（１）募集期間  平成２９年８月１１日（金・祝）～９月３０日（土） 

（２）募集結果  ①応募点数 １，２９６点 

          ②応募人数   ８９６人 

・県内     ６６人（金沢市４６人） 

・県外    ８３０人 

 （３）審  査  プロのコピーライター等で構成する審査委員会で決定 

（４）決定作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ デビューツアー（予定） 

 日程 内容 場所 

1 11 月 7 日(火) カニの初競り 金沢市中央卸売市場 

2 11 月 7 日(火) 近江町カニまつり 近江町市場 

3 11 月 11 日(土) 近江町カニまつり 近江町市場 

4 11 月 11 日(土) 親子でかないわ香箱を食べよう会 金石町公民館 3F ﾎｰﾙ 

5 11 月 18 日(土)、19 日(日) 都市交流水産イベント 近江町市場 

6 11 月 25 日（土） 金沢港いきいき魚市カニカニまつり 金沢港いきいき魚市 

7 11 月 25 日（土） 近江町市場食育ｲﾍﾞﾝﾄ（親子おみちょ体験） 近江町市場 

8 2 月時期未定 近江町市場食育ｲﾍﾞﾝﾄ（親子おみちょ体験） 近江町市場 

※予定は変更となる可能性があります 

 

そのほか、水産に関するイベントや企画に参加し、金沢の海の幸の魅力を発信していきます！ 

作者 荒木 光弘（あらき みつひろ） 

住所 東京都葛飾区 

性別・職業・年齢 男性・会社員・61歳 

選考理由 

・「金沢」という地名と「さかな」と

いう文字が組み合わさっており、

海の幸を意味するネーミングだ

けでなく、金沢の地域性を生かし

たネーミングになっている 

・ユニークであり、応募が１件しか

なかったところも高評価 

平成 29 年 11 月 6 日 
 農林水産局 農業水産振興課 
 朝倉・出村 tel:220-2213  

最優秀賞：さかなざわ さちこ 

さっちゃんと

呼んでね！ 



平成２９年１１月６日 
地域保健課 本吉 
電話 ２３４－５１０２ 
FAX ２３４－５１０４ 
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金沢市若者食育推進プロジェクト 

「じわもんさかなのやんぎょキッチン」を開催します。 

 
 
 金沢市食育推進計画（第３次）の具現化として、若い世代の食育の意識の啓発、 

広がりを創出するため、本年７月に実施した「若者食育推進プロジェクト・コンペ 

ティション」により採択された団体と本市が協働して、若い世代を対象とした食育 

推進事業を行います。 

 
１．採択団体 ミッション食育グループ（北陸学院大学） 
２．内容  

 （１）テーマ 

          若い世代に魚を身近な食材として活用してもらうために、調理や共食の楽

しさを体験しながら、魚食文化への理解を深める。 
 

（２）活動内容 

①ワークショップ 
     日時：平成 29 年 11 月 17 日（金）17:30～20:00 

場所：古民家カフェ しぜんのおと 
内容：おいしい魚料理を味わいながら、魚介に関する講話等を聴き、魚

をいただく食文化や食べたい魚料理、シーンを提案し合う。  
   ②さかなクッキング 1 

日時：平成 29 年 11 月 25 日（土）10:00～13:00  
      場所：北陸学院大学 
           内容：伝統的な金沢の魚料理の調理実習 
   ③さかなクッキング２ 
      日時：平成 30 年 1 月 13 日（土）10:00～13:00 

      場所：北陸学院大学 

      内容：ワークショップで提案された料理を作ってみる。 

   ④さかなクッキング３ 
日時：平成 30 年 2 月 10 日（土）10:00～13:00 

場所：加藤キッチンスタジオ 

内容：ワークショップで提案された料理とシーンを再現してパーティを

する。 

   ⑤若者向け魚料理普及のリーフレットを作成 



金沢市若者食育推進プロジェクト 

>゜))彡じわもんさかなのやんぎょキッチン>゜))彡 

若者世代が魚介類の料理を 

もっと身近に･もっとおいしく･もっと楽しく食べられるようになる      企画 

参加者募集！ 

お申込みは  shokuiku@std.hokurikugakuin.ac.jp まで 

北陸学院大学短期大学部 食物栄養学科 ミッション食育グループ 

Instagram ミッション食育グループ（mission_sakana）フォローしてね♪ 

   

みんなで楽しく食事しながら、 
食べたい魚料理やシーンを提案し合います 

 
日 時：11月17日（金）17:30～20:00 
場 所：古民家カフェ しぜんのおと 
    （金沢市新保町ヲ18） 

   ：しぜんのおと 店主 吉原 正寛 さん 
参加費：無料 
備 考：会場へは北陸学院大学17時発の無料 
      送迎バスをご利用ください。 

 

ワークショップで提案された 
料理を実際に作ります 

 
 

日 時：1月13日（土）10:00～13:00 
場 所：北陸学院大学 調理室 
    （金沢市三小牛町イ11） 

   ：ミッションOG＆ミッション食育グループ

参加費：無料 
 

 

金沢の伝統料理×魚でクッキング 
押し寿司に挑戦できるかも?! 

 
日 時：11月25日（土）10:00～13:00 
場 所：北陸学院大学 調理室 
    （金沢市三小牛町イ11） 

   ：北陸学院大学短期大学部 食物栄養学科 

     新澤 祥恵 先生 
参加費：無料 

 

 

ワークショップで提案された 
料理とシーンを再現して 
パーティをします！ 

 
日 時：2月10日（土）10:00～13:00 
場 所：加藤キッチンスタジオ 
    （金沢市若松町セ104-1 Share金沢） 

   ：野村 京子 さん＆ミッション食育グループ 

参加費：無料 
 

先着順 

ワークショップ 
＆さかなクッキング 

わくわく1 わくわく2 

わくわく3 わくわく4 

4回全て参加された方には があります♪ 

(件名：さかな申込 本文：お名前、お電話番号、大学･学年、参加希望日) 

コーディ 
ネーター 

アドバイ
ザー 

アドバイ
ザー 

アドバイ
ザー 
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「女性活躍かなざわスタイル発信事業」 

～大学生と企業ミーティング「これからの働き方を考える」を開催～ 

 

 

 女性活躍推進のための産学官のネットワーク組織である「かなざわ女性活躍

推進会議」と市内の５大学の学生が参加し交流するイベントを開催し、女性活躍

の視点からのキャリアプランづくりや、職場環境の整備に対する理解を深める。 

 

 

  １ 日 時  平成 29 年 12 月９日(土) 13:30～16:30 

 

２ 会 場  金沢歌劇座大集会室    

 

３ 参加者  金沢大学、北陸大学、金沢星稜大学、金沢学院大学、 

北陸学院大学 学生約 150 名、 

かなざわ女性活躍推進会議メンバーほか 

 

４ 内 容 【第１部】調査研究発表 

        ５大学の学生が、男女共同参画の視点に立った働き方に 

        関する学内の意識調査結果や、女性活躍、働き方改革の 

取り組みを進める企業の取材結果から、いまの学生が 

理想とする働き方を発表する。 

 

【第２部】交流会 

女性活躍や働き方改革の切り口から、企業と大学生が 

ざっくばらんに話し合い、学生は具体的なキャリア 

プランを考えるきっかけとして、企業はいまの学生を 

理解する場として、よりよい職場環境の実現につなげる。 

平成 29年 11 月６日 
 市民局 人権女性政策推進課 
   担当：中坂、石見 

tel:220-2095 fax:260-1178 
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金沢芸妓文化の魅力を発信 

＜大学生と若手金沢芸妓・ティータイム交流会開催＞ 
 

 

 若い世代に芸妓文化に対する理解と利用促進を図るため、市内及び近隣の１０大学 

と連携し、金沢芸妓の職業としての魅力を紹介するとともに、芸妓文化の魅力を発信 

します。 

 

 

－大学生と若手金沢芸妓・ティータイム交流会－ 

 

１．日 時：平成２９年１１月１８日（土）１５：００～１６：３０ 

 

２．場 所：金沢２１世紀美術館内フュージョン２１ 

 

３．参加者：金沢芸妓－杏花さん(ひがし)、虎太郎さん(にし)、うた子さん(主計町) 

女子大学生約２０名 

 

 

＊１０大学：金沢大学、石川県立大学、石川県立看護大学、金沢美術工芸大学、金沢星稜大学、 

金沢学院大学、金沢工業大学、北陸大学、金城大学、北陸学院大学 

平 成 29 年 11 月６ 日 

観光政策課 上出・小原 

（TEL: 220-2194） 
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【金沢市・全州市 姉妹都市提携 15 周年】 

全州市代表団が本市を訪問します。 
 

 

本年、金沢市と韓国・全州市が姉妹都市提携 15 周年を迎えたのを機に、 

金 承洙（キム・スンス）全州市長、金 明志（キム・ミョンジ）全州市議会議

長をはじめとする代表団が、11 月 12 日（日）から 14 日（火）にかけて金沢市

を訪れます。 

滞在中、両市間で提携 15 周年記念合意書を取り交わします。 

 

１ 期 間 

  平成 29 年 11 月 12 日（日）～14 日（火） 

 

２ 代表団訪問者 

   金 承洙（キム・スンス）全州市長 

   金 明志（キム・ミョンジ）全州市議会議長 はじめ一行 10 名 

 

３ 提携 15 周年記念合意書の主な内容 

 引き続き両市の友好交流を促進するため、協力し合う 

 これまでの伝統工芸の交流を継続するとともに、新たに伝統芸能の交

流の実施するため、協力し合う 

 ユネスコ創造都市ネットワークの下、登録分野を超えた交流を先駆的

に実施し、これを世界へ発信するよう、協力し合う 

 民間団体の交流活動が促進されるよう、協力し合う 

 

４ 主な行程 

  11 月 12 日（日） 

夜    金沢着 

 

   11 月 13 日（月） 

      午前   市内視察 

      14:30～  姉妹都市提携 15 周年記念合意書調印式（庁内） 

 

   11 月 14 日（火）  

      午前   金沢発 

平成 29 年 11 月６日 

国際交流課 中村・藤家  

電話：220-2075 
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１ 趣 旨 

金沢市では、児童虐待防止のシンボル『オレンジリボン』の認知度向上を目的

として、児童虐待防止推進月間の 11 月を中心に広報活動を実施しています。 

今年度は、積極的な子育て支援を行っている企業に対し、オレンジリボンの着

用を促進し、より広く市民の方々にオレンジリボンを目にする機会を増やし普及

啓発を促す取り組みを行います。 

 

２ 概 要 

「子育てサポート企業」として石川労働局長の認定を受けた企業のうち、金沢

市に本社を有する企業に対して「オレンジリボン」の着用を依頼しました。 

  今回、当事業にご賛同いただいた企業は、以下のとおりです。 

   ※（）内は、認定を受けた年度 

 

・三谷産業株式会社     （H28 特例認定） 

・株式会社富士通北陸システムズ  （H28 特例認定） 

 ・医療法人社団中央会 金沢有松病院  （H20） 

・株式会社北國銀行   （H23） 

・株式会社シーピーユー   （H27） 

・北陸信用金庫    （H27） 

 ・ホシザキ北信越株式会社  （H28） 

・株式会社ヰセキ北陸   （H28） 

 

＜企業あて取材をされる際は、こども総合相談センター担当までご一報ください＞ 

 

○本市によるその他の取組 

・庁舎前デジタルサイネージに「児童虐待防止推進月間」について掲載 

・市職員がオレンジリボンを着用 

福祉局、こども総合相談センター、福祉健康センター職員（約 3５0 人） 

 ・児童虐待防止推進月間ＰＲポスター、リーフレット（厚労省作成）配付 

平成 29 年 11 月６日 

教育プラザこども総合相談センタ－ 

（担当 今寺、一ノ宮） 

℡076-243-1081 

11 月は、児童虐待防止推進月間です。 

“いつもみてるよオレンジリボン”   


